
健育会グループ　第8回TQM活動発表セミナー　演題⑩

名

分

回 ％

演 題 名 コメディカルによる転倒予防体操

施 設 名 ケアセンターけやき 発 表 者 吉田　卓　(作業療法士)

活 動 の 種 類 質・安全・能率・CS・モラール・コスト 取 り 組 み 種 別 問 題 解 決 型 ・ 課 題 達 成 型

改善しようとした問
題 課 題

ご利用者の転ばない体づくり

改 善 の 指 標 と
そ の 目 標 値

（指標）転倒による外傷の発生数(ご利用中以外の場合も含む)
（目標値）転倒件数の減少

実 施 し た 対 策
①利用者の身体機能評価実施。　　②転倒予防体操を考案し実施。　　③再評価実施。
④転倒予防体操を再検討。　　　　　⑤改良した転倒予防体操を実施。
⑥自主トレーニング用のプリント配布、道具の設置。　　⑦評価結果の用紙配布。

改善指標の、対策
実施前後の変化

（実施前）転倒による外傷の発生数　平均3.5名/月
（実施後）転倒による外傷の発生数　平均1.7名/月

参考にしたグルー
プ内の過去事例

施設名：　西伊豆病院　／　演題名：　コメディカルによる転倒予防体操(リハビリ)の取り組み

チ ー ム の 名 称 転ばせんジャー
リーダー名（職種） 中尾　麻理子　(作業療法士)

チ ー ム の 人 数 5

活 動 状 況
　平成25年4月～11月 平均会合時間 60

会合回数 40 平均会合出席率 100
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